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厚 生 省 の統 計 によ る と､

家庭か ら出る一般廃棄物 は

年間5千 万 トン､企 業か ら

出 る産業廃棄 物 は4億 トン

であ り､一 般廃棄物の うち

75%､産 業廃棄物のうち可

燃性廃棄物のかな りの量が

焼却処理 されてお ります｡廃 棄物の中には燃やせ

ば､有 害物質を出す成分が多 く含 まれてお ります｡

廃棄物処理工場の排ガス･排 水･焼 却残渣には重

金属･ダ イオキシン･Hc1･SOx･NOx等

の有害物質が含 まれてお り､二 次公害の発生源 に

なってお ります｡こ れ らを除去 して環境破壊を防

ぐ研究 開発は広 く行われてお り､技 術革新 にはめ

ざましいものがあります｡

ゴム･プ ラスチ ック を扱 う商社で ある 当社 は､

商品の納入のみでな く.使 用済廃品の廃棄処分の

協力まで行 うべきである と考え､更 に廃棄処分に

よ り環境 に与える影響を重視 して環境対応 に注力

してきま した｡廃 棄物処理工場の排ガスの環境対

策 として.電 気集塵器やバ グフィルターによるダ

ス ト集塵･活 性炭 による有害物質の吸着･消 石灰

や アンモニ ア或いは触媒 を使い化学反応による有

害物質の除去があ ります｡工 場排水 には､ご みか

ら出る排水､ご み収集車 の洗車廃水､焼 却灰の冷

却廃水､生 活廃水等の有機系廃水 と､各 装置機器

か ら出る無機系排水があ ります｡排 水処理 として､

砂やろ過材 によるろ過･膜 分離･凝 集沈殿･薬 液

処理･活 性汚泥 による生物処理･活 性炭やキ レー

ト樹脂 による吸着･触 媒 による化学反応･蒸 発処

理等があ ります｡焼 却灰や､集 塵装置で捕集 され

た飛灰は最終処分場 に埋め立て られるが､降 った

雨が有害物質 を含んだ浸 出水 とな って､二 次公害

を起 こします｡こ れ を防 ぐため処分場の底 に遮水

シー トを敷 き.浸 出水を ピッ トに集めて排水処理

を行 っています｡廃 棄物処理プ ラン トは各種技術

の総合結集で成 り立 っているが､処 理廃棄物の組

成は質･量 ともに変動が大 きく､処 理後の排出生

成物 もよ く把握 されていな いため,技 術的な対応

が難 し く､開 発途 上であ る といえ ます｡例 え ば､

排 ガスや排水 に含 まれる生成物質の成分 と､そ の

作用 に不明部分が多 く.装 置の機能劣化や腐食の

対策に困っているメーカーがかな りあ ります｡

当社は今 までにろ過材･耐 食コーテ ィング･耐

食塗料等を提供 してきたが､更 に環境対策･廃 棄

物処理･資 源化 リサイ クル等の全般 にわた り商社

の持つ広い情報収集 力を使 って､国 内及び国外の

新技術･新 商品･低 価格品の情報提供･商 品紹介

を行 う様 に努 力してお ります｡幸 いにして当社の

客先で ある製鉄･重 工･造 船 メーカーで早 くか ら

環境問題の重要性を認識 して.環 境装置メーカー

として進出 している企業が多 く､現 在の問題点や

要望 を提示 され て､協 力を求め られる ことがあ

り.す でに提供 して喜 ばれた商品 も増えて来てお

ります｡環 境対策を進めるにあた り､液 体清澄化

技術工業会の皆 さんの御支援､御 協 力を願 う次第

です｡



日本膜学会 と日本能率協会の主催す るニューメ

ンブレンテクノロジー シンポジウム9(が 平成11年

3月1日 か ら4日 にわた って､東 京都港 区の三 田N

Nビ ルで開催 された｡

本 シ ンポジウムは毎 年､3月 に開催 され てお り､

今年でユ6回目にな る｡膜 開発･技 術 に携わ る研究

者･技 術者､お よび膜利用関係者が毎年多数参加

して いる｡今 年 の延べ参 加 者 は451人 で あ った｡

経済環境の悪化のためか､昨 年度よ り1割 ほ ど少

ない参加者であったが､ど のセ ッシ ョンも例年よ

り熱の こもったデ ィスカ ッションが展開された｡

セ ッシ ョンのテーマは､上 水道 における膜 ろ過

技術① ②､高 濁 質生活 排水 の膜 処理 技術① ②､

NF膜 の新 しい展開～環境へ の応用～､食 品膜技

術～メンテナ ンス と問題点の解決～､新 しい無機

膜の開発､新 しい膜 とその応用 という8つ に分類

されているが､こ こでは､初 日の浄水セ ッシ ョン

の話題について紹介する｡

幽 水 道 技 術 研 究 セ ン ター の 蒲 谷 部長 か らは､

｢膜 ろ過施設導入の現状 と今後｣と 題 して､MA

C21以 降の膜ろ過浄水施設導入状況の説明があっ

た｡す でにll3件 が認可 されてお り､浄 水量は7万

蚕/日 に相 当す る とい う｡導 入件 数 は年々増 加､

平成10年 度では50ケ 所に達 し､15,000㎡/日 クラ

スの大型施設やク リプ トスポ リジウム除去対応物

件 も増加 しているということであった｡

その他､浄 水セ ッションでは､NKKか らMF

膜の浄水適用事例､日 本デ グレモ ンのアラン･ヴ

ィナス氏か らは流暢な 日本語で､オ ゾン･粉 末活

性炭 と中空糸UF膜 を組み合わせたハイブ リッド

高度処理の実用例の紹介があった｡す でに10万 ㎡

/日 クラスの実績 もあるとの事であった｡新 たな

海水 淡水化ROで は東洋 紡か ら操 作圧8MPa､

回収率60%を 達成す る酢酸セル ロース中空糸膜の

紹介があ り､間 敏塩 素添加で.ト リハ ロメタン生

成 を抑制 しつつ､バ イオ ファウ リングも防止で き

るという｡ま た.日 東電工の川崎氏 と小生のコン

ビで､昨 年 オランダで開催 されたアクアテ ック膜

会議 における膜技術 の動向 とともに､オ ランダで

の大規 模 なUF/RO浄 水施 設概 要 を紹介 した｡

この プラン トの第一 の処理 目的が脱塩であ り､農

薬や トリハ ロメタン除去は第3.4位 に位置づけ ら

れている ところが､日 本の水事情 と異な ることと

実感 した こと､ま た､膜 スキッドはシンプルな構成

であ り(写 真)､プ ラン トにお いて も美意識 が求

められていること等､報 告させて頂いた｡

〈栗田工業㈱ 澤田 繁樹〉

第24回FOODEXJapan'99が3月9日 か ら!2日 ま

での4日 間にわた り｢"食"が 担 う地球の新世紀一
"食"が 奏でる新たな生活文化｣を テーマ に､日

本 コンベ ンシ ョンセ ンター(幕 張 メッセ)に おい

て開催 された｡

今 回の展示会 は第5回 食品生産･流 通 システム

展､第5回 国際醸造･飲 料工業展 も同時開催され､

㈹ 日本能率協会.日 本ホテル'協会,国 際観光旅館

連盟､日 本観光旅館連盟､国 際観光 日本 レス トラ

ン'協会､国 際観光施設協会の主催の もと､集 中展

示｢日 本の味･全 国食品博｣と 銘打って各地方自

治体や企業な ど2228(国 内553､海 外1675)小 問

が出展 されていた｡



FOODEXは 毎年3月 に開催される食品業界の大

きな展示会である｡現 在市場では安全性 の高 い食

品が求め られ.食 品製造者は製造者責任 法な どに

よ り製造方法や生産管理等.質 の高 い生産 システ

ムの構築 が必要 であ る｡そ の ため.業 界全体 で

HACCPや 夏SO認 証への動 きがあ り.そ れ に答え

られる装置があるか どうか厳 しい目が装置メーカ

ーへ注がれ ていた｡い ち早 くHACCP認 証工場 を

持つ㈱ ニチ レイで はH:ACCP認 証へ の経緯 の紹介

と共に製品が数多く陳列 されていた｡

また､会 場 内では特別企画 として､消 費者か ら

高 い関心 を集 めて いるオーガニ ックと有機食品 に

関する'市場の現状や検査方法.海 外認証 システム

について､パ ネラー によ り分か りやす く紹介 され､

周辺ブースでは昨今の健康食品ブーム に乗 り､特

定保健食品､機 能性食品､栄 養食品な どの試食･

試飲 と共 に新製晶の紹介で人がひ しめき合ってい

た｡さ らに､展 示場全体 の半分以上を占めて陳列

されていた ワインや ビール に圧倒 された｡こ れ は

醸造･飲 料展の同時開催によるものであるが､酒

の輸入 自由化か ら2年 が経過 し､ヨ ー ロッパ､ア

ジア､南 米.ア フ リカな ど世界各国が 日本市場へ

の乗 り込 みに力を入れているのが窺 われた｡こ れ

に対抗す るように､日 本の各自治体か らも各種の

地酒､地 ビールが持 ち込 まれ､逆 戻 りした寒 さの

中で活気を呈 していた｡

〈㈱加藤美蜂園本舗 吉岡 薫〉

平成10年12月9日.日 本 ミリポア㈱会議室 にお

いて｢液 体清澄化技術基礎講座(X>｣が 開催 さ

れた｡

この基礎講座 は､比 較的若 い技術者 を対象 とし.

液体の清澄化に関す る基礎技術の習得 を目的 とし

た ものである｡出 席者 は.予 定数の50名 を大き く

超えた65名 が参加 して いる ことか ら､当 基礎講座

に会員がいかに期待 しているかが伺える｡

今回の基礎講座の内容は､松 本代表幹事の｢清

澄化技術概論 に始 まり.◎ ㈱ ロキテ クノ/鈴 木

薦氏｢プ レフィルターの種類と分類｣◎ ㈱マキノ/

牧野宏昭氏｢フ ィルター プレスによるろ過技術｣

◎旭化成工業㈱/東 郷育郎氏｢膜 分離技術の基礎

と応用｣◎ ハイモ㈱/福 嶋禮造氏｢高 分子凝集剤

の種類 と作用機構｣◎ 巴工業㈱/矢 野宰平氏｢遠

心分離機｣で あった｡

講演 は､講 演 資料 とOH:Pに よ り行われ たが､

凝集剤の講座で は､ビ ーカー を使用 した実験 も行

われた｡一 方.出 席者に当基礎講座 に対するアン

ケー ト調査を行 った処､受 講者の年齢は3E歳 未満

及び違0歳未満が69器 と圧倒的に多 く､職 種 として

は開発関係が46%と 最 も多 く占めたことは､こ の

講座の開設主旨 と一致 した｡ま た講座 内容 につい

て は.｢一 講演 当た りの時間が短 い｣と 答えた入

が25%､｢講 演数が多 い｣と 答えた人が36%お り､

次回への一考 としたい｡

さらに満足度においては.｢満 足｣と 答えた人が

45%い た こと.そ して本企画の継続 開催 について

は､｢是 非継続 してほしい/内 容 を変えて継続｣

と答えた人が100%に 達 した｡他 方､一 出席者の立

場か ら見た感想では､各 講演 内容 にかな りのレベ

ル差が感 じられたが､そ れ はあ くまで も当基礎講

座 に対する取 り組み姿勢 の問題ではな いか と思 う｡

同 じ会員会社 の講演 であ り,ま た会員が非常に期

待 している基礎講座 なので､次 回にはそ この所も是

正される ことを期待 したい｡〈 広報委員記〉



去る2月23日.:LCA(:LifeCycleAssessment)シ

ンポジウムが開催 され ました｡欧 米では定着 して

いる とはいえ､日 本で はまだようや く認知 の始 ま

った｢LCA｣に 関す る講演会 を､本 年第1回 行

事 としていち早 く採 りあげた当工業会の先見性 と､

年度末の多忙の中出席 された各会員企業の見識の

高 さに感 じ入る次第です｡講 演 は3部 形式で行わ

れ､ま ずLCAの 概略 とその実践 について(東 京

水産大学 助教授 石川雅紀氏)､次 に住宅用断熱

材 を例 としたLCAの 実践について(資 源環境技

術総合研究所 大矢仁史氏)､最 後にゼ ロエ ミッシ

ョン実現 に向けての:LCAの 活用 について(㈱ 荏

原製作所 岡崎春雄氏)の 発表が行われました｡

｢で きるだけ理解 しやす い内容で｣と いう松本教

授 の配慮 もあ り､LCAに まだ馴染みの薄い我 々

でも聴 きやす い講演 で した｡ま た､質 問時間が定

刻 を超える講演 もあ り､40人 程度の参加者の間で

の:LCAに 対す る関心 の高 さが伝わ ってき ました｡

この 日の最初 の講演にお ける石川助教授の言葉通

り､:LCAで 扱 う環境対策 は廃棄物削減､地 球温

暖化 対策､環 境 ホル モ ン等多 岐 に渡 ると同時 に

(投入できる資金､人 員 に限 りがある以上)優 先

順位 をつけて取 り組 まな くてはな りません｡当 社

を含め､当 会 に参加 している企業 にとってLCA

は 自らの活動範囲 にもかかわ る問題です｡ま た今

回取 り上 げ られた 環 境対策の席次(優 先順位)1も

環境対策 を業務 として とらえた場合 の重要な問題

です｡例 えばLCAの 最終段階に位置する処分場

対策の優先順位が議論 され る場合 処分場浸出水処

理施設建設を扱 う当社の業務 に大 き く影響 します｡

パネル討論の際､パ ネ ラーのある先生の｢エ ネル

ギー効率 を考えれ ば､ろ 過は 自然流下 の方が良い

か も知れな いが.そ れではメーカーのポ ンプが売

れな くなる(笑)｣と い う話 は､環 境関連企業がぶ

つかる問題 として含蓄のあるもので した｡ISO

登録企業の急増を見て も日本 のキ ャッチ･ア ップ

技術 は世界 に類を見な い力が あ ります｡LCAに

関 して も遠か らず 日本が高い知見を蓄 える日が来

るでしょう｡

講演 会後 の懇親会では､

パネ ラーの先 生方 も交え

て会場のあち こちに懇親

の輪ができま した｡輪 の

中で はLCAの 話題や清

澄化 技術 論 に花 が 咲 き､

杯 を重ね るごとに雑談 も

加わ り､会 員同士 の一層

の親交 を深 めることがで きました｡仕 事上の様々

な しが らみを離れて､こ のよ うな席で関連業種の

会員 と交流 を持つ ことは､お 互 いにとって大きな

財産 となるものです｡仕 事のアイディアは職場に

いる時のみ出て くる ものではあ りません｡異 なる

視点 を持 つ関連業種 のメンバー と話をす る機会を

共有できる という意味で も､本 会は貴重な存在と

いえ るで しょう｡今 日の環境対策は､か つての公

害のよ うに悪者 になった特定企業だけが対応す る

ものではな く業界全体が関連業種 と連携 して取 り

組 まねばな りません｡そ の連携の 中核の一つ とな

ることを目指 して､環 境対策 に取 り組んでい くこ

とも当会の責務の一つで はないで しょうか｡

〈共和化工㈱ 中川 浩一〉



過 日､技 術委員会よ り会員の皆様 にお願 い致 し

ました定期講読 されている雑誌､新 聞等のアンケ

ー トは､こ れ まで40社(一 般会員1社､ユ ーザー

会員3社､ア ンケー トをお送 りした会員の約56%)

の ご協力を頂き､集 計作業を開始 しました｡こ の

アンケー ト結果よ り､会 員の分野(業 種)毎 にど

のような雑誌.新 聞等が情報源 とされているかを

知 る事ができ､情 報の共有化､情 報交換の一助 と

な り､ま た情報収集 の参考 ともなると考 え られま

す｡ま だ集計作業が進んでお りませんので.今 回

は一般会員の10社 以上で講読されている雑誌を紹

介 します｡

一般会員37社 の集計結果であ り､傾 向をを示す

程度ですが､と りあえず ご参考 になればと思 いま

す｡な お､ま だお答え頂 いていない各社の回答 も

集計に加えていきます ので.是 非 ともご協力のほ

どお願い致 します｡(技 術委員会 小島)

第 盤◎翻 セ ン サ と 計 測･制 御 機 器 総 禽 展 一･･…4/14～16東 京 ビ ッ グ サ イ ト

第5翻 総 禽 試 験 機 器 展･･… 一･一･･… 一L/14～16東 京 ビ ッ グ サ イ ト

テ ク ノ ピP阪･…W一 一B･一･･一5/19～22イ ン テ ッ ク ス 大 阪

表 繭 技 術i総 含 展･一･一･一･e･一 一･一･5/20～22東 京 流 通 セ ン タ ー

S廃 藁 物 処 理 展 … 一･･一･w一･em･･5/25～28東 京 ビ ッ グ サ イ ト

テ ク ノ ピ ア9聾 東 京 一 一･･･… 一･･… 一5/26～29東 京 ビ ッ グ サ イ ト

セ ミ 羅 ン 関 西9c････… 一･6･一･… 一6/2～4イ ン テ ッ ク ス 大 阪

要99圏 際 食 品 工 業 展･･P-8･一 ･･B･･06/8～11東 京 ビ ッ グ サ イ ト

ゼG･エ ミ ッ シ 難 ン フ ェ アvt･B一･…Q･6/9～12ポ ー ト メ ッ セ 名 古 屋

1イ ン タ ー フ ェ ッ ク ス･ジ ャ パ ン'99一 …6/16～18東 京 ビ ッ グ サ イ ト

'99セ ラ ミ ッ ク 総 禽 展BOm 一･一B-7/21～23東 京 ビ ッ グ サ イ ト

下 水 道 腰99菓 京 …e一 一 一 一7/27～30東 京 ビ ッ グ サ イ ト

讐9分 析 機 器 展 一･･…0… 一 一 一･…9/1～3幕 張 メ ッ セ

ECU1999空 展9/8～10東 京 ビ ッ グ サ イ ト

9p洗 浄 産 業 展 一B･一 一eW-mO9/8～10東 京 ビ ッ グ サ イ ト

讐9粉 体 工 業 展･大 阪･･････…e････…11/9～12イ ン テ ッ ク ス 大 阪

第17科 学 機 器 展･一･一･･… 一aOell/9～12イ ン テ ッ ク ス 大 阪

lNCH置MTOKYO991./16～19東 京 ビ ッ グ サ イ ト

ウ ヱ ス テ ッ クc･廃 棄 物 処 理･再 資 源 化 展 …11/23～26幕 張 メ ッ セ

セ ミ コ ン･ジ ャ パ ンm･一 一 一････… 一･12/1～3幕 張 メ ッ セ



メルテ ツクス綜 式会社
当社は､1960年10月 に会社 を設立､1961年 に

は 日本で初めてプラスチックめっき技術 の導入 を

実 現 して以来､わ が国の高度なニー ズ に応えて､

様 々な表面処理･め っき用薬品の開発､製 造.販

売を進め､自 動車やエ レク トロニクスをはじめ幅

広 い産業の発展 に貢献 してお ります｡

取扱製品は､一 般めっき､機 能めっき､電 子部

晶めっきの各々の薬品で プリン ト配線板用のアル

カ リエ ッチ ング液では約80%の 市場 シェア を誇 り

ます｡199年4月 には社内体制の強化 と品質シス

テムの構築の為､日 本検査キューエイ㈱よ りIBC-

9001の 認証 を全社マルチ方式 で取得 いた しまし

た｡こ れか らも産業界の厳 しい品質要求 に応え ら

れる高品質なめ っき薬品を供給すると共に､さ ら

に地球にやさしい リサイ クル事業 も積極的 に推進

し社会に貢献す るため努力を続 けていきます｡

当工業会の皆様 ともこれか らさらにお付 き合い

を進める中で一層の技術 の発展ができる事 を期待

して お ります｡(三 森 健 雄〉

欝本 ポ ー ル 株 式 会 禄:

ポール社は､1946年 に米 国で設立 され ました｡

液体やガスの清浄化に取 り組み､そ の幅広い｢ろ

過 と分離｣の 製品で.こ の分野において世界 の技

術の進歩･改 善に貢献 してまいりました｡エ ンジ

ニアリングの専門技術 と多岐にわたる特許技術に

よ り､複 雑なコンタ ミネーションの問題 に取 り組

んでお ります｡ポ ール社は世界で社員数9,000人

を擁 し､各 国に工場･研 究所や多 くの販売拠点 を

持つグローバルカ ンパニーです｡

日本 にお きましては､1966年 に市場 に紹介 さ

れて以来､33年 間､ケ ミカル､石 油精製､精 密工

業､エ レク トロニクス.製 薬､食 品､油 圧潤滑､航

空などさまざまな業界で受 け入れ られてまい りま

した｡製 品の精製､製 造 プロセスでの清浄化､装

置の運転の効率化な ど､総 合的なサポー トを目標

にかかげ､高 品質ろ過製品のサ プライヤーという

枠 を越えて､各 産業 において信頼 される技術パー

トナー として活動 してお ります｡(三 浦 洋郎)

登本 ミリポア株武会社
当社は､ミ リポ アグルー プの傘下企業 と して,

ビュー リフィケー シ ョンテ クノロジー の分野で､

国内な らびに世界をターゲ ッ トとした新技術･新

製品の開発､さ らにアジアでの大きな生産拠点 と

して ミリポア製品の安定供給 という重要な役割を

担 っています｡創 業は1968年 で､｢ミ リポア･

コーポ レー ション｣の100%出 資の子会社､｢日

本 ミリポア リミテッ ド｣と して事業をはじめまし

た｡以 来､大 学や研究機関での研究 に､ま たエ レ

ク トロニクス産業や医療/製 薬など､あ らゆる産業

分野に､高 度の｢ビ ュー リフィケーション技術｣を

提 供 してい ます｡日 本 国内での製造拠点 として

｢日本ミ リポア工業株式会社｣を 設立 し､山 形県

米沢市で1981年 に生産 を開始 しま したが､199a

年 に統合 し､｢日 本 ミリポア株式会社｣と して新

しくスター ト致 しました｡今 後 とも価値ある製品

の開発､高 度のサー ビスな らび に情報の提供 に努

め､内 外の多様化す るニーズに応えてまいります｡

(石井 蔵之助)

斎藤逮心機工業株武会社
当社は､1933年 日本で初めて油清浄機 の開発

:に 成功｡以 来遠心分離機の専門メーカーとして長

i年 業界の発展に努力して参 りました｡

特 に､分 離板型遠心機ADSシ リーズ(固 形分

自動排出型)は､高 速回転による高い遠心力(G)

;に よ り非常 に細 かい粒子(2～10μm)ま で分離

:す ることが出来 ます｡固 形分濃度 が3～5VOL%

と比較的高 い処理液に対 して も連続運転が可能 と

iい う利点か ら､プ ロセスか ら発生す る各種排液か

iら 微粒子の回収及び除去が可能 とな り,リ サイ ク

iル､産 業排水処理 といった環境分野に広 く使用 さ

iれ る様 になってお ります｡今 後 は､私 共の遠心分

;離 機並びに当技術が重力分離 という特性 を生か し､

:精 密ろ過の前処理等､ろ 過技術 を確立す るための

一役を本会 を通 じて貢献出来る様､努 力 していき

た いと考 えてお ります｡(斎 藤 光生〉



1997年 ノ月にタイのパ フルか崩壊 した後の11月

末(ENTEC97に 参加〉 と98年aR月 にバ ンコク

を訪 問 した｡11月 末 に開催 された展示会 は本来

は夏開催予定であったが､小 間が埋まらず開催が

遅れた とのこと｡出 展企業の多くは欧米外資系で

あり.雑 多な商品に混 じって水質の悪いタイ らし

く家庭用小型ROろ 過装置や浄水器が多数展示 さ

れていた｡参 加者 も少なく活気はなかった｡市 内

を歩 くとあち こちに未完の建物が放置されてお り､

地下鉄等の公共工 事 も完 全 にス トップ していた｡

友人の大学講師 に給料へ の影響を聞 くと3ヶ 月間

遅配であ り.タ イ政府派遣の留学生 も奨学金が来

な くて困っている との ことだった｡昨 年12月 に

再訪 した時は地下鉄工事 も再開され.放 置されて

いた建物 も減少 していた｡同 じ友人 に状況を聞 く

と給料 の遅配は無 くなったが.給 料 も研究室の予

算 もす べて20%(?)程 度一律 にカ ッ トされた

そうだ｡タ イの不況を示す例 として 日系 自動車企

業(5社)の 総生産台数 は1995年 が59万 台(ピ ー

ク値).1997年 が36万 台､1998年 が14万 台 と

急激 に低下 している｡(ち なみに価格は 日本よ り

も少 し高い｡)お かげで,か の有名な交通渋滞:は

かな り緩和 しているよ うだ｡日 本の物価 は沈静 し

ているが､タ イは輸入インフ レのため､昨 今でも

8%上 昇(こ れで もかな り低 い)し た｡現 在､タ

イは経済活性化のため外貨の導入に熱心で昨年 ま

で1,000万 バーツだったのが今年か ら300万 バー

ツ(約1,000万 円)以 上 を持込 んで.株 式投 資､

タイ国債･コ ン ドミニアムの購入､定 期預金を行

えば1年 毎更新 の移住 ビザ を発行 して もらえる｡

タイ経済 もそのうち復:活するか らタイに住みたい

人は今がチャンスかも?(松 本 幹治〉

標記のタイ トルでホームペー ジに載せることに

なる1年 ほど前か ら､相 棒 と二 人でで きるだけ違

う店で食べて記録 していた｡食 べ歩 きといって も,

昼 食だけが対象で､大 方 は蓋ρ0◎円未満である｡

初めのうち､か な り広 い範 囲にわたって食べ歩

いたが､地 図作 りを始 めて全体を網羅するのが大

変だ と気 づいた｡そ こで神保町交差点を基点 に4

つに区切 り､我 が社､即 ち神田神保町!丁 目偶数

番地側 を含 む範 囲に入る玲0件 あまりの店 に絞 っ

た｡高 校時代か ら寮で暮 らし､何 で も食べ られ る

と自負 している私にも.食 の好みがないわ けでは

な い｡実 際､あ ま り食べ る気 の しない店 もあ る,

そ ういう場合､外 に出ているメニュー を見ればよ

い所では味見を省略させて頂いた｡実 は私の泣 き

所 に20年 来の花粉症が あって.春 の問 は外 を歩

くのを極 力避けるようにしているぐらいだが,ホ

ームペー ジ原稿の締め切 りが年度区切 りの3月 で ､

その真っ最中に追い込み的 に調べて回らなければ

な らない｡顔 の隠れそ うなマスクをして手帳を持

ち､外 か ら店を覗いた後で メニューを書き写 し始

めた時で ある｡ド ア をが らりと開けた女店員が,

｢何 してるんですか1｣と 来た｡あ わわわ｡50

男が冷や汗をか きなが ら資料を見せて説明しても､

こういう人は自分の勢 いを止め られな い｡ふ くれ

っ面 をした まま.店 内に引っ込み､ば たんと ドア

を閉めた｡お お こわ､今 時の若 い女性 は 一･､

感 じの悪い店とかなんとか書いちゃうそ､な んてね｡

〈日曹工 ンジニア リング㈱ のホームペー ジは,

htψ:〃WWW謝SSか 磁 蓼｡CO誰 〉(小 波 盛佳)



去る2月3日 に､平 成11年 度の第1回 理事会が開催

された｡事 務局か ら､今 期5ヶ 月間の一般会計およ

び特別会計の収支報告が行われた後､工 業会の運営

組織と各委員会の担当理事か らの活動方針について

議事が進められた｡

工業会の当面の組織については､下 図の案が承認

され､さ らに新 しく西日本地区担当の副会長 として

日下理事が推挙された｡

理事会 広報委員会

会 長 行事委員会LCP分 科会

幹事会 技術委員会 ○○○分科会

総務委員会 □□[コ部会

国際交流委員会

委員会の活動方針について､技 術委員会では､当 面

LCAを 含めた:LCP分 科会を創設し､そ の後会員のニ

ーズや意見を参考にしなが ら他の分科会を増設して

行 くことが決定された｡総 務委員会か らは､｢委

員会規定｣や｢事 業活動の収入･支 出に関する規定

｣等 の素案が提示され､検 討が加え られた｡さ らに

これを委員会で煮詰め､理 事会に諮問することにな

った｡広 報委員会か ら会の紹介パンフレットである

｢工業会の理念(案)｣の 内容承認は最終的に会長

と代表幹事に一任 された｡ニ ュース レターのページ

増による予算オーバーについては承認された｡ま た.

広報活動の一環 として展示会場に小間を設けるよう

な場合の承認機関は､本 来は理事会であるが､理 事

会開催のタイミング等があり､ど のように対処する

かの結論は持ち越され､総 務委員会の検討事項 にな

った｡行 事委員会か らは､ス ムーズな活動のために､

専任の事務員配属の要望が出され､当 面パ ー ト採

用の方向で検討する ことにな った｡

委員会活 動の議事終 了後､松 本代表 幹事 が会

の発足 の経緯 か ら将来展 望 まで を具体 的に綴 っ

た｢日 本 液体清澄化技術 工業会 の紹介｣記 事 の

内容 につ いて説 明が あった｡ま た最初の分科会

や シンポジウムに一般にはまだ馴染みの薄い:LCA

を選 んだ ことに関連 して､こ の様な企業 にとって

将来重要 となる新 しい手法や技術 を啓蒙すること

も当会の大きな役割であると言 う意見が了承 され

た｡以 上.理 事会は各理事が担当す る委員会 を持

った ことによ り､具 体的で､か つ活発な議論が展

開される場になってきたことが強 く印象付けられた｡

当工業会では､キ ッコーマン㈱の見学会 と講演

会を下記の通 り予定 してお ります｡

鷺時:1999年5月2'日(木)13a26～16x3(

場所1キ ッコーマ ン㈱(千 葉県野田市)

内容:① 工場の説明 と見学

②講演｢醤 油製造における清澄ろ過技術｣

｢水に着目したフー ドテクノロジー｣

*詳 細 につきましては追って送付される案

内状 をご覧下さい｡

液体清澄化技術基礎講座(豆)の ご案内

8月27日(金)に｢液 体清澄化技術 基礎講座(H)｣

が計画 されてい ます｡好 評 だった昨 年12月 の第

一回に続 くものです｡

新 しく工業会に入会された会員.お よび入会に

ご尽 力いただいた会員を紹介致 します｡3月 中旬

現在で法人会員7L社､個 入会員1社 の合計75社

とな ります｡

新 入 会 員 推 薦 会 員

署チ嚢ウドリ･ソフトウ(個 人 会 員)松 本代表幹事

エアサービス

黛ダウ･ケミカル躰 ㈱(一 般 会 員)栗 田 工 業 ㈱
0第 一製薬㈱(ユ ーザー会員)松 本代表幹事

轟武 顕薬晶工業㈱(ユ ーザー会員)〃

cd藤 沢薬晶工業㈱(ユ ーザー会員)〃

6㈱ 石填(一 般 会 員)日 本ミリポア㈱

ae･去 る平 成1(年12月30日 に当会員

企 業 で ある 中尾 フ ィル ター 工業㈱ 社長 中尾 義宣

氏 が 逝去 され ま した｡御 生 前の ご厚 情 を感 謝 す る

とと もに謹ん で ご冥福 をお 祈 り致 します｡

編集/発 行:鷺 本液体溝澄化技術工業会 広報委員会
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